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二
〇
一
二
年
十
一
月
十
日
、
鯖
江
市

「
嚮
陽
会
館
」
に
て
、
県
本
部
社
会
福

祉
評
議
会
　
保
育
部
会
主
催
の
「
県
本

部
第
二
十
二
回
保
育
集
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
の
保
育
職
場
で
働
く

職
員
九
十
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
招
い
た
「
東
京
都
市
大
学
　

人
間
科
学
部
　
児
童
学
科
　
教
授
　
小

川
清
美
氏
」
は
「
今
、
求
め
ら
れ
る
子

育
て
支
援
と
は
」
と
い
う
演
題
で
基
調

講
演
を
行
い
、
現
在
、
少
子
化
が
叫
ば

れ
て
い
る
が
、
毎
年
待
機
児
童
が
存
在

し
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
預
け
た
い
親
が

い
る
実
態
や
、
今
の
保
護
者
に
な
っ
た

人
た
ち
が
、
子
育
て
を
知
ら
ず
に
親
に

な
っ
て
い
る
現
状
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し

た
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
、
公
立
・
私
立
の
枠
や
、
保
育

所
・
幼
稚
園
の
枠
を
取
り
払
い
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
く
必
要
性
も
話

さ
れ
ま
し
た
。
「
保
育
サ
ー
ビ
ス
」
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
と
い
う

言
葉
が
保
護
者
に
誤
解
を
与
え
、
サ
ー

ビ
ス
＝
無
料
で
は
な
い
こ
と
を
伝
え
て

い
き
、
そ
れ
が
保
護
者
を
育
て
て
い
く

こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
話
さ
れ
ま

し
た
。
保
護
者
を
育
て
る
に
は
、
子
供

を
信
頼
す
る
と
同
じ
よ
う
に
、
保
護
者

を
信
頼
す
る
こ
と
が
必
要
で
、
「
見
張

る
」
の
で
は
な
く
「
見
守
る
」
こ
と
が

大
切
で
、
必
要
な
時
に
手
を
差
し
伸
べ

助
け
、
保
護
者
に
自
分
で
決
定
す
る
機

会
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
話

を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、「
第
一
分
科
会
　食
育
に
つ

い
て
」
「
第
二
分
科
会
　
気
が
か
り
な

子
へ
の
対
応
」
「
第
三
分
科
会
　
保
護

者
対
応
支
援
」
「
第
四
分
科
会
　
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
」
の
四
分
科
会
に

分
か
れ
、
現
場
の
問
題
点
や
困
っ
て
い

る
こ
と
を
話
合
い
、
参
加
者
間
の
情
報

交
換
も
行
い
ま
し
た
。
保
育
の
現
場
で

は
、
子
供
と
同
じ
よ
う
に
保
護
者
と
の

連
携
、
さ
ら
に
は
地
域
と
の
連
携
が
必

要
で
あ
る
こ
と
や
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不

足
し
て
い
る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
山
内
部
会
長
か
ら
、
正
規
・

非
正
規
の
枠
を
超
え
、
将
来
を
担
う
子

供
た
ち
に
良
い
保
育
を
お
こ
な
っ
て
い

く
こ
と
を
め
ざ
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

 

全
国
の
保
育
所
86
％
で

　
　
非
正
規
職
員
を
雇
用

　県
内
で
も
非
正
規
が
正
規
を
上

回
る
、
調
理
師
は
非
正
規
が
正
規

の
2
倍
超
え
る
。

　
全
国
の
保
育
所
で
、
非
正
規
で
働
く

職
員
が
急
増
し
て
い
る
。
全
国
保
育
協

議
会
で
は
今
年
十
一
月
九
日
に
平
成
11

人
と
な
り
、
非
正
規
職
員
が
正
規
職
人

を
四
〇
人
余
り
上
回
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
保
育
園
に
は
給
食
を
つ
く
る

調
理
師
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち

ら
で
も
非
正
規
職
員
が
正
規
職
員
の
二

倍
超
と
い
う
実
態
で
あ
る
。

　
以
前
は
、保
護
者
か
ら「
公
立
は
私
立

よ
り
も
職
員
体
制
も
充
実
し
、
子
ど
も

を
預
け
る
の
に
も
安
心
」
と
の
声
も
多

く
聞
か
れ
て
い
た
が
、
近
年
で
は
公
立

保
育
園
の
ほ
う
が
正
規
職
員
配
置
を
し

な
い
傾
向
で
あ
り
、
保
育
行
政
に
対
す

る
自
治
体
の
積
極
姿
勢

が
後
退
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ

て
い
る
。

　
こ
の
背
景
に
は
二
〇

〇
四
年
に
小
泉
政
権
が

実
施
し
た「
三
位
一
体
の

改
革
」の
中
で
、
公
立
保

育
園
の
運
営
費
を
地
方

交
付
税
に
一
般
財
源
化

し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る
。
そ
れ
ま
で
は
保
育

園
運
営
費
は
他
の
財
源

に
使
っ
て
は
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、

一
般
財
源
化
に
よ
っ
て

使
途
が
限
定
さ
れ
な
く

な
り
何
に
使
っ
て
も
よ

「
公
立
と
私
立
」「
正
規
、非
正
規
」

枠
を
超
え
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
が
重
要
と
学
ぶ

年
度
の
各
種
調
査
結
果
を
公
表
し
て
い

る
が
、
そ
の
中
で
は
二
〇
一
一

年
度
に
は
全
国
の
公
私
立
保
育

所
の
85
・
９
％
で
非
正
規
の
保

育
士
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
非
正
規
で
働
く
割
合

で
は
、
公
立
は
53
・
5
%
、
私

立
は
38
・
9
%
で
あ
り
、
公
立

保
育
所
で
は
２
人
に
１
人
に
達

し
、
私
立
に
比
べ
て
多
さ
が
顕

著
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
傾
向
は
、
福
井
県
内
で
も

同
じ
で
あ
り
、
自
治
労
福
井
県
本

部
調
査
で
も
、
県
内
九
市
の
公
立

保
育
園
で
は
正
規
職
員
六
一
四

人
に
対
し
、
非
正
規
職
員
六
五
七
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い
自
由
財
源
と
し
て
、
保
育
園
運
営
費

の
総
額
自
体
が
削
減
さ
れ
た
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
。そ
の
中
で
、全
体
の
人
件
費

削
減
の
た
め
に
正
規
職
員
退
職
の
補
充

が
な
さ
れ
ず
、
パ
ー
ト
や
臨
時
職
員
の

安
い
職
員
が
増
や
さ
れ
て
き
た
た
め
で

あ
る
。

　
ま
た
、最
近
は
非
正
規
職
員
の
中
に
、

保
育
士
の
資
格
を
も
た
な
い
無
資
格
者

が
保
育
士
の
仕
事
に
か
か
わ
っ
て
い
る

な
ど
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
始
め
て
い
る
。
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削
減
の
た
め
に
正
規
職
員
退
職
の
補
充

が
な
さ
れ
ず
、
パ
ー
ト
や
臨
時
職
員
の

安
い
職
員
が
増
や
さ
れ
て
き
た
た
め
で

あ
る
。

　
ま
た
、最
近
は
非
正
規
職
員
の
中
に
、

保
育
士
の
資
格
を
も
た
な
い
無
資
格
者

が
保
育
士
の
仕
事
に
か
か
わ
っ
て
い
る

な
ど
の
問
題
も
指
摘
さ
れ
始
め
て
い
る
。

自
治
労
福
井
県
本
部
保
育
集
会


